








小児の死因のうち,乳児を除いて,不慮の事故は死因の第一位にあるが,後遺症発生に関す

る実態は明らかではない。交通事故については,関係方面でのまとめはあるが,その他の事

故については,事故発生の現状調査より,追跡を行うことが必要である。このような観点か

ら,昨年度に引き続き,農村における調査,一都市における救急車活動からみた小児の事故

の調査及び,第一線病院における状況について分析を行ない,今後の追跡を行う資料とした

。 


